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繊鞍譲獲

退任 にあたって

東京工業大学 教授 田中穂積

   本協会も,新 しい会長を迎え、体制を一新 して新

  たな取 り組みを開始 しています。

   機械翻訳システムは、ただ単に経済的な視点だけ

  でなく、文化の視点ももっと取 り入れなければなら

  ないということは、常々感 じていました。このよう

  な観点から、一言述べさせていただきたいと思いま

● す゜

   最近の情報ネットワーク技術の進歩とインターネ

  ッ トの普及 ・広域化により、我々を取 り巻 く情報環

  境、情報空間は、量 ・質共に大きく変わろうとして

  います。最近の調査によれば(平 成12年5月12日 付、

  朝日新聞記事)、我が国のインターネット人口は、総

  人口の25%に 達 しているといいます。情報空間は、

  世界的な規模で急激に拡大 してお り、我々の活動の

  舞台は、これまでの物理空間から情報空間へと急速

  に移行 しつつあります。そして、地球規模の情報ネ

  ットワークの構築が進行するにつれて、情報空間に

  おける電子化文書の多言語化が、最近大きな問題と

  してクローズアップされてきております。

   これまでの機械翻訳システムの研究 ・開発では、

  英語(米 語)を 中心にしたシステムの構築が重要視

・  されてきました。英語が今や世界語になりつつある

  という現状では、これは自然の成行 きでもありまし

  ょう。英語が、過去においては英国の経済力を、最

  近では米国の強力な経済力を背景にしていることか

  ら、歴史的に見ても、英語中心の機械翻訳システム

  の重要性が21世紀中に衰えることは考えられません。

言語の文書で溢れることになるで しょう。そしてそ

のほとんどは、マイノリティ言語に属すことになり

ます。

 マイノリティ言語の問題は、それらを学ぶ機会に

乏 しく、翻訳をした くて も頼 りになる翻訳家の数が

著 しく少ないことで しょう。マイノリティ言語の翻

訳は、英語 などの主要言語とは別の意味で重要なこ

とが分かります。翻訳家の数が少ないだけに、機械

翻訳の必要性 も高い とい うことです。マイノリティ

言語の機械翻訳システムの販路は、当然限られます

ので、経済性を度外視せざるを得ません。

 したがって、このような機械翻訳システムへの取

り組みがおろそかになるということが、問題なので

す。これは、アジア太平洋諸国からの留学生交流が、

これから盛んになる大学でこそ取 り上げるべき課題

かも知れません。

 アジア太平洋機械翻訳協会でも、マイノリティ言

語の機械翻訳の問題に余裕があれば、これから取 り

組むことも必要ではないでしょうか。ある調査によ

れば、世界に存在する言語のうち、90%は21世 紀に

消え去ると予測 しています。事

 これは現存するマ イノリティ言語のほとんどすべ

ては、21世 紀中に地球上から姿を消す ということで

す。多言語機械翻訳 システムの研究者 ・開発者 も、

機械翻訳技術のいま一段のレベルアップとともに、

この問題 も頭の片隅に残 しておいてほしいと思いま

す。

 ところで、世界にはおよそ6千 以上の種類の言語

が存在 していると言われています。

 アジア太平洋地域だけでも、3千 種以上の言語が

存在 しています。アジア太平洋地域には、世界に存

在する言語の実に半数が存在 しているのです。この

ようなことを考えると、アジア太平洋地域で急速に

普及する情報ネットワーク上には、将来多種多様な

 最後になりましたが、アジア太平洋機械翻訳協会

(AAMT)が 、アメリカ機械翻訳協会(AMTA)、 ヨ
ーロッパ機械翻訳協会(EAMT) 、と手を携え、言語

の壁を越えたコミュニケーションを可能とするシス

テムの実現に向けて、ますます発展していくことを

期待 したいと思います。

 それにより、異なる文化、民族、国家間の相互理
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解の深化に多大な貢献をなすということも忘れない でほしいと思います。

*{Graddol
, D.1997. The Future of English, British Council.}.
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東 京 工 業 大 学 教 授 田 中 穂 積

  Prof. Hozumi Tanaka

 Tokyo Institute of Technology

峯務濁鵡灘,
                役 員 の 紹 介

 第10回 通常総会および臨時理事会において新 しい役員が選任 され、

たのでお知らせ致 します。
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辻井 潤一

小谷 泰造

吉川 英一

長尾  眞

田中 穂積

野村 浩郷

石崎  俊

横山 晶一

小高 俊彦

鷲塚  諌

櫛木 好明

牛尾真太郎

前山 淳次

奥原 弘夫

田中 達雄

佐藤 清俊

勝田美保子

これから2年 間の体制が確立 しまし

                  (2000年7月 現在、敬称略、順不同)

(東京大学 教授)

(株式会社インターグループ 代表取締役社長)

(日本電気株式会社 取締役専務)

麟 糞大馨長簸授)        ●
(九州工業大学 教授)

(慶応大学 教授)

(山形大学 教授)

(株式会社日立製作所 専務取締役)

(シャープ株式会社 副社長)

(松下電器産業株式会社 取締役)

(沖電気工業株式会社 顧問)

(富士通株式会社 常務取締役)

(株式会社東芝 常務)

(社団法人日本電子工業振興協会 専務理事)

(社団法人日本電子工業振興協会 常務理事)

(株式会社十印 代表取締役会長)
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魏鞍雛穫

AAMTの 活動 につ いて

東京大学 教授 辻井潤一

 昨年度は、シンガポールにおけるMTサ ミット、

MT白 書の作成と大 きな事業を成功 させて、 AAMT

の活動が活発化 した年だったように思います。また、

協会 としての活動が活発化すると同時に、機械翻訳

をめ ぐる環境 も急速に変化 してきた年でもありまし

た。

● 。の変化は、たと斌 。一力,ゼ ーシ。ン産業

  の急速な発展とか、インターネット上での多言語情

  報の氾濫とか、まだ機械翻訳の需要には直接結びつ

  いてはいませんが、将来、機械翻訳にとって重要に

  なるだろう、機械翻訳にとって肯定的な変化であっ

  たかと思います。

 初代の長尾眞先生、2代 目の田中穂積先生 と、こ

れまでの会長が強調されてきたユーザ、メーカー、

研究者が集う場としての協会が、ようや く、その役

割を果たすべ き時代がきたといって もよいか も知れ

ません。今後、このような翻訳への需要が減少する

ことは考えられませんから、本協会の役割は、ます

ます重要なものとなってい くことと思います。

   協会が本来の役割を果た し機能 してい くために、

● 会長として、次のいくつかの。とに特、、こころを配

  って協会の運営を行っていきたいと思います。

 その第一は、協会の国際化です。ご承知のように、

AAMTは 、EAMT(ヨ ーロッパ機械翻訳協会)、AMTA

(アメリカ機械翻訳協会)の 姉妹協 会とともに、

IAMT(国 際機械翻訳協会)を 作 っているわけです

が、これまでの本協会の活動は、アジア太平洋地区

の協会 としての役割を十分に果たしてきたとはいえ

ないと思っています。これまでは、この地域での日

本の存在が非常 に大 きくて、IT技 術の利用者も開

発者 も日本に集積 していて、アジア太平洋地区の協

会 としても、 日本をその主たる活動の場 としていて

も何 ら不都合はなかったのかと思います。ただ、こ

こ数年のこの地域でのIT化 の進展は非常に急激で

あったこと、また、情報処理や産業の分野での中国

語の比重が急速に増 したこと、などから、これまで

の 日本中心の活動だけでは、 とても協会の役割が果

たしているとは言えなくなってきています。どのよ

うな形態で国際化、脱日本化を計って行けばよいの

かはまだ分か りませんが、今後、本協会が抱えてい

る最大の課題かと思っています。

 そ の 第 二 は 、協 会 会 員 に対 す るサ ー ビス の 向 上 で

す 。 ユ ー ザ 、 メー カ ー、研 究 者 が 集 う場 と して の 協

会 が そ の 役 割 を果 た して い くため に、 興 味 対 象 が 異

な るこ の3つ の協 会 員 の 要 求 を う ま く受 け 止 め て 、

そ の サ ー ビス を タ イ ム リー に企 画 して い く必 要 が あ

ろ うか と思 い ます 。 昨 年 度 か らの 活 動 方 針 で 、 ホ ー

ム ペ ー ジ やE一 メ ー ル の 活 用 に よる 情 報 の 配 布 は 、

この 会 員 サ ー ビス の 一 環 で 、 そ れ な りの 成 果 を上 げ

て い る と思 い ます 。

 今後、この面での活動を活発化 してい くとともに、

それ以外の、たとえば、メーカー間での言語資源の

共有化や標準化の活動、機械翻訳ユーザに対するセ

ミナーの開催など、個々の会員の要求にあったサー

ビスを提供してい くことが重要かと思います。

 その第三は、職能者集団としての協会の役割です。

機械翻訳 という製品の市場 を広げることが、最終的

には、この分野で研究開発 をするもの、あるいは、

その製品を使 うものの利益につながります。この点

では、協会は機械翻訳技術の可能性を積極的に社会

にアピールしていく必要があ ります。特に、機械翻

訳技術は、単体の技術 としてではなく、より広い言

語処理応用技術の1部 品として組み込 まれ、情報シ

ステムの中核のコンポーネン トになってい く傾向が

あります。このような状況で、要素技術 としての機

械翻訳の重要性や多言語情報処理の重要性を社会に

アピールしていくことが必須かと思います。
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 このように書いてくると、実にやるべ きことばか

りが多いとい う気が します。AAMT事 務局を訪れ

た会員の方はご存知で しょうが、事務局のスタッフ

は、事務局長と事務員1名 だけで活動の多くは、法

人会員と個人会員のボランティア的な献身によって

支えられています。今後 とも、協会会員のボランテ

ィアに頼ることも多 くなるか と思いますが、よろし

くご協力願えればと思っています。
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東 京 大 学 教 授 辻 井 潤 一

  Prof. Junichi Tsujii

  University of Tokyo

左:東 大 辻 井 教 授(AAMT新 会 長)右:東 工 大 田 中 教 授

Left:Prof. Tsujii(New President) Right:Prof. Tanaka

欝務弼捲灘,

                「AMTA-2000」 の ご 案 内

                                             ・
 AMTA(ア メ リ カ機 械 翻 訳 協 会)主 催 のMT国 際 会 議 が 、 メ キ シ コ の メ キ シ コ シ テ ィ南85kmに あ る 、

クエ ル ナ バ カ(Cuernavaca)市 で10月10日 か ら14日 まで 開催 され ます 。

 詳 細 、 参 加 案 内 に つ き ま して は 、 「MT News International」No.25(P 9)ま た は、 下 記 ホ ー ム ペ ー ジ を ご

覧 くだ さい 。

http://www.isi.edu/natural‐language%onferences/AMTA2000.html
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雛灘総織 ・報嶽糞

第10回通常総会および関連行事の報告

 当協会の第10回 通常総会が、6月16日(金)13時30分 から東京都港区芝公園の機械振興会館6階 ・6-67会

議室で開催された。

 通常総会の後、会員相互の交流および一般 を対象 とした報告会が開催され、合計100名 を超える参加を得

て盛会であった。

[行事全体のプログラム]

行 事

総 会

報告会

第1部

第2部

時 間

13:30

 i

14:15

14:30

 i

17:00

内 容

第1号 議案 1999年度事業報告(案)

第2号 議案 1999年度決算報告(案)

第3号 議案 2㎜ 年度事業計画(案)

第4号 議案 2000年 度予算(案)

第5号 議案 役員改選(案)

 臨時理事会(会 長 ・副会長選任)

「機械翻訳の現状 と動向を語る」

機械翻訳:現 状とその展望

① 「メーカー開発の現状」

② 「ローヵラィゼーションと機械翻訳」

東大教授 辻井潤一

(株)東 芝 伊藤悦雄

(株)十 印 石川 諭

「機械翻訳白書発行のねらい」

         機械翻訳白書編集委員会委員長 九工大教授

① 「機械翻訳技術動向」

          ネットワーク翻訳研究会座長 山形大教授

② 「日本における機械翻訳市場動向」

         市場動向調査委員会委員長 筑波女子大教授

③ 「翻訳品質の現状と翻訳ソフトを上手く利用するために」

           市場動向調査委員会委員 富士通(株)

野村浩郷

横 山晶一

坂本義行

伊藤文子

[通常総会]

富澤運営委員長の司会で定刻 どうり開会し、出席91名(本 人または代理出席44、 委任状47)で 本総会の成

立が報告 された。田中会長挨拶 と議長就任、議事録署名人の選出のあと上記5件 の議案が審議 され、いずれ

も可決承認となった。

 また、本年は役員の改選期にあたり、理事15名 、監事2名 が選任 され、同時に開催された臨時理事会で本

誌2頁 の役員紹介のとおり会長、副会長が選任 された。

 このあと、来賓の通産省機械情報産業局電子機器課和泉課長補佐殿 より祝辞があ り14時15分 に終了 した。

 なお、2㎜ 年3月 末時点での当協会の会員数は法人会員32社 、個人会員152名 である。

[報告会]

本年度は、昨年と趣を少 し変え 「機械翻訳の現状 と動向を語る」をテーマとする報告会とし、各々から資料

にもとついて報告 され好評であった。
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詳1脳  拶麟
   九 州 工 業 大 学 教授 野 村 浩 郷         富 士 通(株)第 一 ソ フ トウエ ア事 業 部

     Prof. Hirosato Nomura             第 三 開発 部 担 当 部 長 伊 藤 文 子

    Kyushu Institute of Technology              Fumiko Ito, Director ATLAS Projec[

                           Software Group, Fujitsu Limited

バ ベ ル ・プ レス発 行 の 「eと らん す9月 号 」60ペ ー ジにAAMT報 告 会 の 記 事 が掲 載 され ま した。

礁 繊叛鞠

                  MT関 連 出版物

 2000年8月 まで の機 械 翻 訳 関 連 の 出 版 物(雑 誌 、 新 聞 、 書 籍)一 覧 が 、 次 のWebペ ー ジ に掲 載 さ れ て い

ます 。 本 ペ ー ジは 随 時 更 新 して お ります 。

http://www.jeida.or.jp/aamtlbooksj.html
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鞍犠累勢瀬鰻

最大 エ ン トロピー法 と自然言 語処理

茨 城 大 学 工 学 部 シ ス テ ム 工 学 科 新 納 浩 幸

      E‐mail:shinnou@dse.ibaraki.ac.jp

1 は じめに

     ある事例がどのクラスに属するかを決定する分類問題は、人工知能や統計学の分野で活発に研究

    されている。 自然言語処理の分野では、個々の問題を分類問題に変換することで、それ らの研究を

   応用する。

● 分類問題に対する手法は種々あるが・自然言語処理の分野では・近年・最大エン ト・ピー法[1・】
    を利用した研究が散見され る。最大エン トロピー法は従来主流であった決定木 よりも優位な結果を

    出す傾向があ り、今後ますます利用 されるであろ う。

     しかし最大エントロピー法の優位性にも関わらず、この手法を利用している研究者はごく一部で

    ある。おそらく最大エン トロピー法が一見難解であり、取っつきが悪いからであろう。本稿では最

    大エン トロピー法を概説する。特に応用することを念頭に置き、実装の手引きとなることを目的と

    する。そのため理論面の説明は省いている。理論面での解説は文献[17]が 平易で詳しい。

2 分類 問題 に対す る最大 エ ン トロピー 法

 自然言語処理の様々な問題は分類問題に変換できる。そして、最大エン トロピー法は、分類問題

に対する帰納学習手法の1つ ととらえることができる。

 入力データdが クラスの集合{Ol,02,…,Cn}の うちどのクラスに属するかを決めるのが分類

問題である。この問題は非常に汎用的な形式であ り、あらためて考えてみると世の中の様々な問題

はこのタイプの問題 と見なすことができる。そして、当然、自然言語処理の様 々な問題 も、この問

題に変換できる。例えば、ある文中のbankの 語義が 「銀行」か 「土手」かを決める語義選択の問

題は、そのbankが 現れた文脈を入力データとし、クラスの集合を{銀 行,土 手}と した分類問題

と見なす ことができる。分類問題は、実質、どのクラスに属す るかを決めるための規則を作る問題

である。この規則を人間が手作業で作っても良いが、それはコス トの面も含めて困難なケースが多

く、機械的に作成できればすばらしい。そのための研究が機械学習である。

 分類問題は、通常、帰納学習の手法によって解決できる。帰納学習 とは、事例とその正解に当る

クラスの組を多数集めた訓練データを用意 し、その訓練データか らクラス判別の規則を機械的に得

る手法である。上記の例で言えば、bankの 現れた文を多数用意し、その文中のbankの 語義が 、

「銀行 」か、「土手」かの正解を付与したものが訓練データとなる。帰納学習手法にも様々な手法が

あるが、どの手法がよいかは、問題に依存するため一概には言えない。ただ し、自然言語処理では

決定 リス ト[13]や 決定木[81が 比較的よく用いられてきた。そして近年、本稿で解説する最大エン

トロピー法が注 目されている。その理由の1つ は、最大エン トロピー法がデータスパースネスの問

一7一



題に強い手法であるからである。自然言語処理で行われ るコーパスからの知識獲得では、データス

パースネスが深刻な問題であるため、最大エン トロピー法は自然言語処理の様々な問題を解 く際

に、他の学習手法に比べて、優位な結果を出す傾向がある。

3 最 大エ ン トロピー 法の定式化

 観測 され る文脈の集合をB、 クラスの集合をAと したとき、自然言語処理の分類問題は、cl:

B→Aな る関数clを 作成す る問題である。最大エン トロピー法のClに 対応する規則の表現形式

は、文脈を条件 としたクラスに対する条件付き確率の形をとる。すなわち、b∈B、 α∈、4に対す

るP(alb)が 最大エン トロピー法が与えるクラス判別規則である。

 最大エン トロピー法を実装するには、文脈述語関数とそれに対応する素性関数が必要となる。文

脈述語関数cpと は、 cp:B→{true,false}な る関数である。この文脈述語 関数を使って素性関

数fが 以下のように定義 され る。

橘 ・)={1if a=a'O 
otherwise・ 叩(b)=true

具 体 的 に 素 性 関数 は 、cp(b)=tTUeで あ る と きに 、α=α'で あ る とい う特徴 を表 して い る 。 この

特 徴 が ク ラ ス判 別 を行 うとき の 鍵 に な って お り、そ の特 徴 を いか に うま く設 定 す るか が 最 大 エ ン ト

ロ ピー 法 の 成 否 を握 っ て い る。

 訓 練 デ ー タ はT={(W1,0(ω1)),(吻,0(ω2)),…,(WN,0(WN))}と 表 せ る。 こ こ でw;は 事 例

(a;bi)を 表 し 、0(w;)は 事 例(a;,b∂ の頻 度 を 表す 。 ま た用 意 し た 素 性 関 数 の 集 合(素 性 集 合 と呼

ぶ)をF={∫1,f2,…,ノ κ}と す る。 この2つ の集 合TとFか らP(alb)を 構 築 す る のが 、最 大エ

ン トロ ピ ー 法 で あ る。 結 論 の み 述 べ る と、P(alb)は 以 下 の 式 で 求 ま る。

P(alb)-1Z(、)加 岡 (1)

                 Z(b)=嬰鯉      ●
式1の αゴは素性パラメータと呼ばれる実数値であり、素性関数f;に 対する重みを表 している。素

性関数f;は クラスを判別すための特徴 と見なせたが、素性パラメータはその特徴がどれ くらい強

いかを表している。大きい値ほど、その特徴がクラス判別に有効であることを示 している。式1で

未知の数はこの素性パラメータである。つまり最大エン トロピー法を利用するには、素性集合を設

定し、各素性関数に対す る素性パラメータを求めれば良いのである。

 式1が どのよ うに導出され るのかは少し複雑である。最大エン トロピー法を利用したいだけであ

れば理解する必要はない。ただしその場合、何が最大のエン トロピーなのかとい う、最大エン トロ

ピー法の名前の由来が分からない。この点だけ概略述べておく。与えられた制約を満たすモデルの

中で、もっとも一様な分布を選ぼ うとい うのが最大エン トロピー法のアイデアである。この一様な

分布の測定方法としてモデルのエン トロピーを使 う。もっとも一様な分布 とい うのは、このエン ト

ロピーが最大のものである。
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4 素 性 パ ラ メ ー タ の 推 定

 最 大 エ ン ト ロ ピ ー 法 の 処 理 の 核 は 、素 性 パ ラ メ ー タ の 推 定 で あ る。 これ は 一 般 に 以 下 のGIS

(Generalized Iterative Scaling)ア ル ゴ リズ ム[6]と 呼 ば れ る反 復 ス ケ ー リン グ 法 で行 え る。

【GISア ル ゴ リズ ム 】

step 1補 完 定 数0、 補 完 素 性fK+1を 設 定 す る。

step 2す べ て の 素性 パ ラ メ タの 初 期値a(o)(i=1～K+1)を1に す る。

step 3 aZを 以 下 の 式 で 更 新 す る 。

                ・(ni+1・一・(n)+き・鵜}

step 4 step 3を 収 束 す る ま で 繰 り返 す。

 step 1の 補 完 定 数0、 補 完 素 性 ∫K+1は 以 下 で 定 義 され る 。

                 o冨 聡 Σ ゐ(・,6)
                     Z=L

               fn+・(・, b)=c一 Σ ゐ(・,b)
                       i=1

 次にstep 3のEP[ゐ 】であるが、これは確率Pに 対する素性の期待値を表 し、以下の式で計算

で き る。

               EP[f=1=ΣP(・, b)ft(・, b)
                    a,6

この式の中のP(α,b)は 訓練データ中でのデータbと クラス αの同時確率であ り、以下の式で計算

できる。

                P(a,b)一Σ綿 、)

 最後にEP[f=1で あるが、これは確率Pに 対する素性の期待値を表し・以下の式で計算できる。

               E・岡=ΣP(・,b)FT(・,b)
                    a,6

この式の中のP(α,b)は デー タbと クラス αの同時確率であ り、決定す ることはできない。これを

以下の式で近似す る。

                 P(α,b)=P(b)P(αlb)            (2)

式2の 中のP(b)は 前述 したP(α,b)を 利用して、以下の式で計算できる。

                 P(b)=ΣP(・,b)
                     a

また式2の 中のP(αlb)は 最大エン トロピー法で求めようとしている確率分布である。つまh;GIS

アルゴ リズムの繰 り返しの中でその時点でのaiを 用いて、式1に より設定された確率分布である。
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 一見単純に見えるGISア ルゴ リズムであるが、実際には膨大な計算量が必要 とされる。 E戸岡
は定数なので、1回 計算すればすむが、問題はEp岡 である。この式の計算量はOq川IBI)で あ

る。これを各2に ついて計算す るので、GISア ルゴ リズムの1回 の反復の計算量は0(.. )

となり、この計算量は膨大である。このために以下の2つ の点に注意 して計算量を小 さくする工夫

がとられ る[15]。

・ 文 脈 デ ー タ6に つ い て ¢p歪(b)=trueと な る よ うな 乞の 集 合 をF6と す る 。 文 脈 デ ー タblと

 62に お い て 、F6、 とF62が 等 しい な ら 、 P(α1δ1)とP(αlb2)は 同 一 と な る 。

・ 訓 練 デ ー タ(α1,b)と(α2,b)に お い て 、 これ ら に 対 して1を 返 す 素 性 関 数 の 集 合 が 同 一 な ら

 ば 、P(α1}b)とP(α21δ)は 同 一 とな る。

 素 性 パ ラ メー タを 推 定す るに は 、GISア ル ゴ リズ ム の 他 にIIS(Improved Iterative Scaling)ア

撮 礫 轟耀麟ζ瀞欝麟」膨 歪鵬 玄鰯 狸 器ζ招 駕 ●
とい う関係になっている。IISア ルゴ リズムでは各反復で求まるパラメー タの増分が、ある方程式

の解になってお り、その解をニュー トン法などの数値解析的な手法により求めることで行われ る。

 実装上の注意として、反復の回数と訓練データの間引きについて述べてお く。まず反復の回数で

あるが、GISやIISの 反復 スケー リング法は収束が遅い場合があ り、収束の条件 を増分の値で設

定するとなかなか止まらない場合がある。現実的には100か ら200回 の反復回数で反復 を終了さ

せ る。次に訓練デー タの間引きであるが 、訓練データTを そのまま利用す ると、頻度の低いデー

タが悪影響を及ぼす。そのため、頻度の低いデータは予め訓練データから取 り除いておく間引き処

理が行われる。どの程度の頻度以下のものを間引けば よいかについては明らかではない。頻度10

程度を使 うことが多い。

5 素性関数の選択

 最大エン トロピー法によって推定される確率分布の品質は利用す る素性集合に大きく依存する。

したがって、利用する素性集合をどのよう決めるかが最大エン トロピー法の最も大きな問題である。

の至緯 雛 アるアルゴリズムとして素性選択アルゴリズム[1脚 られてL'る・これは以下 ●

【素性選択アルゴリズム】

step 1素 性関数の候補の集合Sを 作成する。

step 2求 め るぺ き 素 性 集 合 を  11と お く。

step 3△L(f=)を 最 大 にす る よ うなS中 の要 素 ∫`を 求 め 、 それ をFに 追 加 す る。

step 4最 大 の △L(h)が あ る閾 値 以 下 に な る ま で 、 step 3を 繰 り返 す 。

 ここで △L(f=)だ が、これは確率モデルの対数尤度の変化量を表す。確率モデルPの 対数尤度

L(P)と は以下の式で表せる。

L(P)=ΣP(ち ん)Z・gP(亡1ん)

    ¢,西
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    っま り、素性集合がFで ある場合に、Fを 用いて最大エン トロピー法から計算できる確率モデ

   ルPの 対数尤度L(P)と 、素性集合がFU{∫ ゴ}である場合に、 FU{ゐ}を 用いて最大エン トロ

   ピー法か ら計算できる確率モデル 且 の対数尤度L(君)と の差が △L(f=)で ある。

    step 3で は、 F U{∫歪}に対す る確率モデルを求めるために、 Sの 要素数の回数だけGISア ルゴ

   リズムを用いなくてはならず 、膨大な計算が必要である。このため、様々な効率化手法が提案され

   ている。一般的に行われる効率化は、上記のアル ゴリズムのstep 3に おいて、すでに存在する素

   性集合Fの 素性パラメータの集合は、素性関数を1つ 加えても、変化しないと仮定することであ

   る。このように仮定すれば、step 3に おいて、 fをFに 加えた場合に、 GISア ルゴ リズムで求め

   る素性パラメータは ∫`に対する素性パラメータa=だ けで済む。

    その他の効率化の工夫 として、白井は素性の独立性という概念を定義している[15]。 素性h、f2

   が独立とは ∫1の値が1に なるよ うなクラスの集合と、fzの 値が1に なるようなクラスの集合とに

   交わりがな く、しかも ム の値が1に なるようなデータの集合と、f2の 値が1に なるようなデータ

   の集合 とにも交わ りがないことである。2つ の素性 ∫1、∫2が独立の場合、素性の集合Fに ∫1を

●   加えて確率モデルを推定した後に ゐ を加えた場合の対数尤度の増分 △L'(∫2)と、素性の集合Fに

   ∫2を加 えた場合の対数尤度の増分 △L(f2)は ほとんど差がない。これを利用すると、いくっかの

   素性を同時にFに 追加できる。また 白井らは素性関数が確率モデルの推定にどれほど有効かを示

   す素性効用 とい う関数を定義することで、付け加えるべき素性関数を選択する手法を提案している

   [16]。その他 、Bergerら も興味深い提案をしている[2】。

    ただ し、現実的には素性集合は経験的に設定し、素性選択アルゴ リズムを用いない場合も多い。

   本来、意味のない素性関数については、その対応す る素性パラメータが小さくなるので実害はな

   い。計算可能な程度の規模の素性集合を用意するのが現実的であろう。

6 自然言語処理への応用

 最大エン トロピー法の 自然言語処理への応用は多岐にわたる。なぜなら、最大エン トロピー法は

分類問題に対する手法であり、分類問題に変換できる様々な自然言語処理の問題は、当然、最大エ

ン トロピー法で解決できるか らである。ここでは、特に成功したと思われる応用として、構文解析

と固有表現抽出について紹介する。

 英語の構文解析についてはRatnaparkhiの 最大エン トロピー法に基づ く学習モデルを利用した

解析システム[9]が 、精度、速度の両面で最も進んでいる手法と考えられている。そこでは構文解析

が出力する木を、その木を構築するアクションの列{α1,α2,…,an}に よって表現する。あるアク

シ ョンの列{al,α2,…,ak}は 構文解析の途中の段階を示し、この段階で次のアクシ ョンak+1を 推

定するのに最大エン トロピー法を利用している。アクションはTAG、 CHUNK、 BUILD、 CHECK

の4つ の手続きか ら生成 され る。そしてそれぞれに対する確率モデルPTAG(alb)、 PCHUNK(αlb)、

PsurLD(αlb)お よびPCHECK(alb)を 最大エン トロピー法により学習する。構文解析は3段 階に

わかれてお り、第1段 階でTAGの 処理を行い、第2段 階でCHUNKの 処理を行い、第3段 階で

BUILDとCHECKの 処理を行 う。

 日本語の構文解析は係 り受け解析である。係 り受け解析においても最大エン トロピー法を用いた

内元のシステム 【12】が現在最も精度がよい とされている。係 り受け解析は、一般に、二文節間の

係 りやすさを数値化した係 り受け行列を作成し、動的計画法などを用いて一文全体が最適な係 り受

け関係になるような係 り先の組を求めることで行える。後半の問題は自然言語 とは独立の探索問題

であるため、実質的に問題 となるのは、前半の部分、つまり二文節間の係 りやすさをどのように求
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めるかである。内元のシステムでは、二文節間の係 りやすさを問題の二文節が係 る確率と考えて、

それを最大エン トロピー法か ら求めている。二文節間の文脈情報hに 対して、その二文節が 「係る

(1)」 と 「係 らない(0)」 の2つ のクラスを用意する。最大エントロピー法によりP(11ん)が 求まる。

 固有表現抽出も最大エン トロピー法が成功した応用例である。固有表現抽出とは人名や会社名

などの固有表現をテキス トから抽出することであ り、情報抽出の前処理として必要な処理である。

固有表現抽出も分類問題に変換できる。例えば、人名を抽出するには、入力文の各単語に以下の5

種類の クラスを割 り当てればよい。

OP-CL:そ の単語自身が人名

OP-CN:人 名が複合語でその最初の単語

CN-CN:人 名が複合語でその中間の単語

CN-CL:人 名が複合語でその最後の単語

none :そ の単語は固有表現とは無関係

 関根は8タ イプの固有表現を扱っているので、合計32種 類のクラスとnoneと い うクラスの計

33種 類のクラスを用意した。そして決定木を利用して、各単語に割 り当てられ るクラスの確率を

求め、次にViterbiア ルゴ リズムによって、尤 もらしいクラスの列を生成 した[11j。 その決定木

の部分に最大エン トロピー法を用いたものが、Borthwickの システム[4]で ある。 このシステムは

MENEと 名付けられMUC-7で 利用された[5】。またIREXに おいて固有表現抽出コンテス トが

行われたが 、そこでも、Borthwick[3]や 内元[14]が 最大エン トロピー法 を用いて、優秀な成績を

納めている。特にBorthwickの システムは、 IREXのNE学 習システムの中では最も良い成績を

出している。

7 ツー ルの 利用

 機械学習手法 自体は個々の問題 とは独立であるため、ある機械学習手法を実装すれば、そのプ ロ

グラムを再利用することが可能である。そのため機械学習手法を実装したプログラムを、ツール と

してパ ッケージ化したものが存在する。このようなツールは自然言語処理のような応用研究にとっ

て有益である。

 決定木に対 してはC4,5が 有名である。 Quinlanの 書籍 【8]にはC4.5の アルゴ リズムの説明、 C

言語によるコー ドが記されている。またそのコー ドを納めたFDも 添付 されてお り、自由にC4.5

が利用できる。このため、決定木を利用した応用研究の多くは、そこで提供 されているパ ッケージ

を利用 している。C4.5は 更に機能が付加されてC5.0と して販売 されている。

http://www.rulequest.com

また決定木学習アルゴ リズムではCARTも 有名である。これは

http://www.salfordsystems.com/html/product.html

か ら購 入 で き る。

 RistadはMaximum Entropy Modeling Toolkitと い う最 大 エ ン トロ ピ一 法 のパ ッケ ー ジ を以 下

の ア ド レス で 配 布 した 。

http://www.mnemonic.com/software/memt
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しかし現在すでに閉鎖 されてお り、新たに上記のパ ッケージを入手することはできない。また、再

配布も禁止されているので、すでに手にいれている人か らもコピーして使 うこともできない。残念

である。別の最大エン トロピー法のパ ッケージとしては、GISア ルゴ リズムをPerlで 記述したも

のも存在する。 これは以下のURLを 辿ることで入手できる。ただし、機能は低いと思われ る。

http://www.sultry.arts.usyd.edu.au/links/statnlp.html

Ristadの ツー ル の よ うな 最 大 エ ン トロ ピ ー 法 の ツー ル が 、再 び ど こ か で 配 布 され る こ とを 期 待 し

た い 。

8 おわ りに

     本稿では実装上の手引きになることを念頭に最大エン トロピー法を解説した。最大エン トロピー

● 法を自然言語処理の分類問題に適用する場合・従来の齪 木などの手法よりも鞭 がよくなる傾向
    がある。そのために最大エン トロピー法は今後ますます利用され るであろう。本稿が最大エン トロ

    ピー法を利用する際の参考になれば幸いである。

     最後に最大エン トロピー法の問題を2点 述べてお く。1点 目は素性パラメータの推定に膨大な計

    算機資源が必要な点である。例 えば前述したRistadの ツールは1ギ ガバイ トの メモ リを要求す

    ると聞く。最大エン トロピー法を手軽に試すためには、現状よりももう少 し計算機環境が向上する

    か、アルゴ リズムが改良され る必要があろ う。2点 目は訓練データの問題である。これは帰納学習

    全般に言える問題であるが、訓練データを作成するコストが高いとい う問題である。自然言語処理

    の場合、事例は豊富にあるが、正解を付与するコストが大きい。近年 、正解のない訓練データか ら

    の学習として、教師なし学習が注目されているが、精度に問題がある場合が多い。自然言語処理で

    は訓練データ作成の問題も含めての問題解決が望ましい。
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繕蘇 報鑑

日本語 のわか りやす さにつ いて

AAMT会 員 森口 稔

 今年5月 に京都国際会館で開催された 「第11回英

日 ・日英翻訳国際会議」において 「日本語のわか り

やす さ」とい うタイトルで口頭発表を行った。以下

は、その際に提出した論文の要約である。

  日本語母語話者の日本語観

    「日本語は非論理的でむずか しい」などという言

・  葉が、ほかならぬ日本語母語話者自身の口から出る

  ことがある。筆者は、こういった日本人自身の日本

  語観について、1994年4月 から6月 にかけ、米国在

  住の日本人103人 を対象にアンケー ト調査を行 なっ

  た。このアンケー トの平均的な回答者は、滞米期間

  が3年 から10年ほどで、日本語教師や翻訳など何 ら

  かの形で言語を専門とし、中級程度の英語力 と水準

  以上の日本語文法の知識を持った、20代 から30代の

  女性、であった。アンケー ト結果によると、5分 の

  1か ら3分 の1ほ どの回答者が日本語のわかりやす

  さと論理性について否定的な見解を持っていること

  が分かった。

   筆者の調査からほぼ1年 後、日本では商品科学研

  究所が首都圏に住む人々約500人 を対象に、取扱説

  明書についてアンケー トを行なっている。その中で、

   「取扱説明書は読みにくいものだ」 という意識 を持

・  っていた回答者が、80%以 上に及ぶ。一方、筆者の

  アンケー トにおいて 「日本のコンピュータやビデオ

  の取扱説明書は分かりにくい」 と答えた回答者は33

  %で あ り、割合はかな り低い。商品科学研究所のア

  ンケー トでは回答者の言語的背景についての記載は

  ないが、これを標準的な日本語母語話者だとすると、

  筆者の調査の回答者のほうが平均 して言語知識が高

  く、このことから 「言語知識が高い人々のほうが、

  取扱説明書がわか りにくいと感 じる割合は低い」と

  仮定できる。

   ところが、筆者のアンケー ト内部で回答者の言語

  知識と日本語観との関係を調べてみると、 「英語力

  があ り言語に対する意識が高い回答者のほうが、日

  本語の論理性に疑問を抱 く傾向が高い」こともわか

った。

 この一見矛盾 した二つの結果は、言語知識と言語

運用能力のアンバランスに起因すると考えられる。

日本の言語教育は、理解のための言語知識に重点を

置き、表現のための言語運用の練習をおろそかにし

てきた。言語知識が豊富にありなが ら、言語運用能

力が充分でない人間が 自分の書いた文章を客観的に

見た時、その言語知識故に自分の言語運用の問題点

が見えて くる。 しかし、人間の性癖 として、それを

自らの言語運用の問題 とはせずに、日本語という言

語自体の問題 と考えてしまうのではないだろうか。

 では、 「日本語は非論理的である」 と考えられて

いる具体的な理由は何か。アンケー トの中で最 も多

かったのが、 「主語など文の要素の省略」である。

2番 目に多い理由が 「結論が最後に来る」、3番 目が

「持って回った物の言い方をよくする」 となってい

る。 しかし、これらの特徴が仮に日本語 をわかりに

くくしているとしても、それは日本語 という言語 自

体の問題ではな く、言語運用能力の問題 と考えられ

る。

日本語の特徴 とわかりやすさ

 では、仮に、言語運用能力ではな く、言語的特徴

自体がわか りやすさを阻害することがあるとすれば、

それはどういった場合か。まず、言語的特徴 を、遵

守 しなければ文法的に正 しくなくなった り不 自然と

なるような義務的特徴 と、他の言語 にはない多様 さ

を生み出す選択的特徴の2つ に分類 して考える。

 たとえば、通常、英語の前置詞は名詞の前に置か

れ、日本語の助詞は名詞の後ろに位置する。これは、

それぞれの言語の義務的特徴である。一方、 日本語

ではアルファベ ットを含め4通 りの文字による表記

が可能であるが、言語使用者は文脈に応 じてどの表

記を使うことも許 されており、これは選択的特徴 と

言える。

 もし、ある言語の義務的特徴がわかりやす さを阻

害するとしたら、それは、言語使用者の問題ではな

一15一



く、確かに言語自体の問題である。たとえば、日本

語がわかりにくいのは、助詞が名詞の後にあるから

だ、という主張があるとすれば、それは言語的特徴

自体がわか りやすさを阻害 していることになる。

 しか し、助詞の後置だけでなく、単語間のスペー

スの欠如や述語の後置という日本語の義務的特徴が

日本語をわか りにくくしているとは必ず しも言えな

い(自 然言語処理は別として、である)。たしかに、

単語間のスペースの欠如が修飾語 と被修飾語の関係

を曖昧にする可能性 もあるが、英語でも"Isaw a girl

with a telescope."のような文においては、前置詞句

が動詞句を修飾するのか、名詞句を修飾するのかが

不明であ り、これと同等に考えられる。また、述語

の後置についてもそれ自体は、日本語の義務的特徴

だが、述語にどういった品詞を入れるかは選択的特

徴であ り、わか りやすさに影響はしない。

 それ以外に、日本語の選択的特徴について、わか

りやすさと関連する可能性があると思われるのは、

以下の4項 目である。

 ・アルファベットを含めて4通 りの文字表記が可

  能である

 ・名詞の単数 ・複数の区別がない

 ・述語を除いて、語順が比較的自由である

 ・接続助詞によって文を延長することができる

 これらの項 目は、基本的には表現の選択肢を増や

している。つまり、その複数の表現の中からどれを

選択するかであり、やはり言語使用者の運用能力の

問題 となる。

 f.形 容 詞 や 副詞 を必 要以 上 に使 わ な い(2)

 g.代 名 詞 が何 を指 して い る か 明確 に す る(2)

 h.修 飾 語 を被 修 飾 語 の 近 くに 置 く(2)

 i.句 読 点(2)

 j.必 要 以上 に 一 人称 代 名 詞 を使 わ な い(1)

 k.決 ま り文 句 、"There are"、"lt is"な ど を使 い す

   ぎな い(1)

これ らの注 意点 は 更 に次 の表 に ま とめ る こ とが で き

る 。

わかりやすさ

 の要素

個別情報の表現

情報のクラスタ
ー化

ク ラ ス ター の 配

列

不要表現の排除

日本語参考書

のア ドバイス

漢字、抽象名詞、

代名詞

「が 」、文 の 長 さ、

句 読 点 、修 飾 ・

被 修 飾

語順、受け身

抽象 名詞、不必

要な形容詞や副

詞、人称代名詞

英語参考書

のア ドバイス

抽 象名詞、代 名

詞

文の長 さ、句 読

点、修 飾 ・被 修

飾

受け身

一 抽 象 名 詞 、決

ま り文 句 、"lt is"

や`つ「here are"

「文章の書き方」の参考書とわかりやすさの要素

 では、日本語の選択的特徴がわか りやすさを阻害

しないためには、言語の運用はどうあるべきか。一

般向けに出版されている 「文章の書き方」の参考書

6冊 の中から、わか りやすい文章を書 くための文レ

ベルの注意点を抽出 してみた。また、参考までに米

国人向けの英語の参考書も1冊 加えた。 ()内 の

数字はこれらの7冊 のうち何冊が言及 しているかを

示す。

 a.文 を短くする(6)

 b.受 け身を使わない(5)

 c.接 続助詞の 「が」に気を付ける(2)

 d.漢 字を使いすぎない(2)

 e.抽 象名詞より具体的な動詞を使 う(2)

 このように考えると、それぞれのわか りやすさの

要素が、 日本語だけではなく、英語にも共通 してい

ることがわかる。つまり、表面的な表現 としては、

各言語固有と見られる特徴が、実は言語に依存して

いないと考えられる。

や辮 撫 鶉 灘 騙繊1、碁難 ●
語使用者の運用能力の問題である。本稿で考察 して

きた結果をまとめるとこの2点 に絞 られる。そして、

言語運用の問題は、教育に大きく依存する。学校現

場だけでなく職場における今後の国語教育に期待 し

たい。
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繊麟 報欝

「LISAフ ォ ー ラ ム2000」 報 告

富士通研究所 富士 秀

   去 る2㎜ 年6月28日(水)～30日(金)、 パ シ フ イ コ

  横 浜 に お い て、 ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョ ンの国 際 会 議 で

  あ るLISAフ ォ ー ラ ム2000が 開 催 さ れ ま した 。 ま た、

  フ ォー ラム に先 立 っ て関 連 ワ ー ク シ ョ ップ も行 われ

  ま した 。 こ こ で は 、翻 訳 メ モ リ ・機 械 翻 訳 、 そ の他

  の翻 訳 支 援 ツ ー ル に 関連 す る部 分 を 中心 に ご紹 介 し

● ます゜

  ●フォーラム概要

   ローカライゼーション業界では、業務のオンライ

  ン化やXML等 を中心にした文書の規格化が急激に

  進んでいて、作業効率が大きく伸びているようです。

  翻訳に関する部分では、翻訳 メモリはかなり広範囲

  で使用されるようになり、効率化 につながってはい

  ますが、機械翻訳はまだこれからの技術という印象

  を持っているようです。ただし、機械翻訳に対する

  期待や関心は高 く、メインテーマとしては取 り上げ

  られないまで も、関連 した話題は随所で聞かれまし

  た。

なく、翻訳作業における情報収集のための斜め読み

支援ツールという位置付けのようでした。

●パネル討論

 日本におけるローカライゼーション市場の伸びは、

外国企業がいかに容易に自社製品を日本市場向けに

展開できるか どうかに依存 しています。 日本でビジ

ネスを展開するためには資金が必要になりますが、

このために は日本国内のベ ンチ ャーキ ャピタル

(VC)の 動 きが重要になってきます。近年の国内

VCの 伸びは大 きく、 「今が日本で ビジネス展開す

るのに絶好の時期である」 というような外国企業の

人の話が出ていました。

 なお、この逆方向のローカライゼーシ ョンの動 き

としては、日本の技術 を海外展開する方向もあ りま

す。 これに関 しては、 日本が国際標準となるような

技術を作ってい くことが求められているという議論

があ りました。

  ●展示

   フォーラムの併設ブースでシステムの展示デモが

  行われていました。出展 されていたのはほとんどが

・  翻訳メモリのシステムでしたが、いずれもフォーラ

  ム参加者の関心は高く、常時多くの人が集まってい

  ました。

   翻訳メモリでは、以前から日本市場向け製品とし

  て出 されているTRADOS(ト ラ ドス ・ジャパ ン株

  式会社)お よびTRANSIT(株 式会社 シュタール ・

  ジャパ ン)が 出展されていましたが、これに加えて、

  SDLイ ンターナショナル社 も今回から出展 を行っ

  てい ました。SDL社 は以前か らヨーロッパにおい

  てビジネス展開 してきましたが、最近になって日本

  市場向け製品展開 も開始したとのことです。

   機械翻訳のシステムとしては、唯一、Lemout&

  Hauspie社 が出展 していましたが、これはローカラ

  イズのための翻訳文書作成支援という意味合いでは

  珊   紐

劉 睡 謬

Summa'2000

。 9

e

1
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奮澱投稿

特 許 庁 見 学

AAMT会 員 高野 治

 「特 許 庁 が 、IPDLの サ ー ビ ス の 中 に、 機 械 翻 訳

を導 入 し始 め た 。」とい う、 メ ー リ ング リス トの 情 報

が 発端 とな り、特 許庁 に行 っ て その 詳 細 を確 認 しよ

うい う 目的 か ら、 会 員有 志 数 名 が 集 ま り、 去 る6月

1日 の 午後 、特 許庁 の庁 内見 学 を行 い ま した。

 当日は、午後2時 に特許庁のロビーに集合 し、約

1時 間の特許庁プロモーションビデオを見た後、特

許庁広報班の職員にガイ ドをしていただき、公衆閲

覧室、審判廷等を中心とした庁内を約1時 間程、見

て廻るというスケジュールで過ごしました。

 まず、1階 の部屋に入 り、プロモーションビデオ

を見ました。ビデオは、工業所有権制度、特許庁の

役割等の概略、将来構想等の具体例を交えて解説し

たもので、約1時 間、飽 きずに見ることができまし

た。

 次に、工業所有権総合情報館の中にある、2階 の

公衆閲覧室に移動 しました。工業所有権総合情報館

は、日本国内及び主な外国の特許 ・実用新案 ・意匠

・商標の情報を、一般の者が、無料で利用すること

ができる情報館です。ここには、120台 の閲覧用電

子端末があり、それらを用いてのCD ROM閲 覧及

び電子情報検索システム閲覧や、紙公報閲覧(手 め

くり)に よって必要な情報を得ることができます。

閲覧可能な公報類(平 成12年6月 現在)

【CD ROM閲 覧】

・国内CD ROM公 報、公開特許公報 ・公開実用新

案公報、登録実用新案公報、特許公報、実用新案

 (公告)公 報、公表 ・再公表公報、意匠 ・商標 ・

審決公報

・その他

公開特許英文抄録(PAJ)、 商標速報、

・外 国CD ROM公 報

ド イ ツ 、PCT、 E`PO、 ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス 、 フ

ラ ン ス 、 オ ー ス ト リ ア 、 デ ン マ ー ク 、 東 欧8力 国 、

ス ペ イ ン 、 ベ ネ ル ク ス3力 国 、 ス イ ス 、 中 華 人 民

共 和 国 、 ロ シ ア 、 大 韓 民 国 、 イ タ リ ア 、 オ ー ス ト

ラ リ ア 、OAPI

                      ●
【特許電子図書館情報検索システム閲覧】

〈蓄積範囲〉

 公開特許公報 ・公開実用新案公報(含全文明細書)、

 特許公報 ・実用新案公報公表 ・再公表公報、意匠

 公報、商標公報、特許及び実用新案審判請求公告

 審決公報、アメリカ特許明細書、EPO公 開公報、

 西 ドイツ公開明細書等、イギリス公告 ・公開明細

 書、フランス公開明細書、スイス特許明細書、PCT

 公開明細書

【紙公報類閲覧】

・内国公報、意匠公報、商標公報、意匠公報 ・商標

公報(即 日版 ・速報版)、各公報に関する索引類

検索端末を前にして、専門のイ・ス トラクターか ●

ら検索方法 について一通 りの説明を受けた後、今回

の見学の見 どころである、公開特許英文抄録(m)

について詳 しく説明しいただきました。 しかし、残

念ながら、公開特許英文抄録は以前より提供 されて

いるものであり、その翻訳 も機械翻訳 によるもので

はないことがわかりました。

 また、これらの検索サービスは、特許情報図書館

(IPDL)で も提供 されてお り、その使 い方 も簡単

に説明 していただきました。

 特許情報図書館(IPDL)は 、特許庁が提供する

特許情報データベースで、今年1月 にスター トした

新 しいサービスですが、インターネットを通 じて無

料で利用できるため、特許業界では、大変重宝に使
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われています。蓄積データ、検索機能ともに更に充   最後に、10階 の審判廷に案内され、記念写真 を撮

実する予定なので、今後が楽しみです。      って見学コースを終了しました。
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左端2番 目著者

新懸・・織鰍 紹嚢

NEC新 サー ビスのご案内

    6月 に 、NECか ら、 多 言語 機 械 翻訳 サ ー ビス を提 供 す るASP(ア プ リケ ー シ ョンサ ー ビス プ ロバ イ ダー)

  向 け セ ン ター シス テ ム 「BestiLandサ ー バ ー 」 の発 表 が あ り ま した 。

・    日本 語 、 英 語 、 中 国語 、 韓 国 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ ンス 語 、 ス ペ イ ン語 、 ポ ル トガ ル語 、 イ タ リ ア 語 間 の

  相 互 翻 訳 が 可 能 で 、 さ ら に、 ロ シ ア語 か ら こ れ ら9言 語 へ の 翻 訳 、 お よ び9言 語 か ら タ イ語 へ の 翻 訳 も可

  能 で す。7月 末現 在 、http:〃www.bestiland.com/で 試 用 が 可 能 とな っ て い ます。

(関連記事が6月21日 付の読売新聞に掲載 されました。)
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簿灘饗猴擁精

昨 日の話 と明 日の話

国際経営コンサルタント

理学博士 菊池 徹(バ ンクーバー在住)

 最 初 に、 自己 紹 介 を させ て い た だ きます 。 私 は、

1966年(昭 和41年)、 機 会 あ っ て カ ナ ダ に渡 り、 現 地 、

鉱 山会 社 の 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト担 当の 主 任 技 師 とな り、

翌 年 、 カナ ダ に正 式 に移民 し、現 在 はバ ンク ーバ ー

に住 んで い ます 。

 そ の 間、 い ろい ろな 仕事 に携 わ っ て きま したが 、

基 本 的 に は鉱 山開 発 ・経営 コ ンサ ル タ ン トと して生

計 を た て て参 りま した 。1969年(昭 和44年)、 初 め て

鉱 山 開発 コ ンサ ル タ ン トと して 自営 独 立 、 日本 の 大

手 産 銅 各 社 、 並 び に動 力炉 核 燃 料 開発 事 業 団 な どの

要 請 で 、BC(ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビ ア)州 ・

ユ ー コ ン準 州 ・NW(ノ ー ス ・ウエ ス ト)準 州 の 非

鉄 金 属 や ウ ラ ン鉱 床 の 調査 開発 に参 画 す る傍 ら、現

地 の 鉱 山 開 発 事 業 と 日本 との 橋 渡 し を しま した。

1972年 よ り保 険 ・金 融 関係 に参 画 し、長 男 と と もに

保 険 会社 を設 立 し、 そ の 会社 は現 在 、息 子 達 に ま か

せ 、私 自 身 は リタ イ ア して お り ます 。

 私 が は じめ て コ ン ピ ュー タに ふ れ たの は 、大 分 、

昔 の こ とで す 。 お そ ら く、1950年 中 頃、 勤 務 中の 工

業 技 術 院 地 質 調 査 所 で ウ ラ ン調 査 予 算 が つ い て、 極

め て大 型 の コ ン ピ ュー タが配 置 され 、そ れ を直 接 触

る こ とは 許 され ませ ん で した が 、 デ ー タ ー処 理 をお

願 い す る こ と は出 来 ま した。 パ ンチ ・カ ー ド方 式 の

もの で す 。

 そ の 後 、 何 時 とは な しにパ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー

タの 時 代 と な って 、 そ れ もい わ ゆ る、8ビ ッ ト、16

ビ ッ トとい わ れ た幾 台 か のマ シ ンが 、 私 の 机 の 上 に

や って 来 て は 去 っ て い きま した。 現 在 あ るの は、32

ビ ッ トとい わ れ る マ シ ンです 。 私 が コ ン ピュ ー タで 、

日本 語 の取 り扱 い を本 気 でや りだ したの は、1984年

に米 国IBMが パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タPCIATを

発 売 し、1990年 日本IBMがDOSNを 開発 され て 使

用 す る よ うに な っ て か らで す 。 ホー ム ・ペ ー ジ もバ

ン クー バ ー に て ス ター トして 、現 在 に至 ってお ります 。

 私は長年カナダに住んでいますが、日本企業やス

タッフの人達と共同で作業する際、翻訳 ・通訳がい

かに難 しいかを身にしみて経験 してきました。パソ

コンが発達 してからは、コンピュータを利用 し、英

文と日本文の両バージョンを別々に利用 しています。

(あまり互換性を気にしていません。)

意志伝達という。とは、人間に限猟 すべての ●

動物や、時には、植物です ら努力を惜 しまないもの

のようです。特に人間は、言語 という極めて高度な

技術を駆使 してこれを行います。これは、実に有効

なものですが、困ったことが一つあります。民族、

地域で使用言語、使用ニュアンスが異なる場合です。

つまり、異なった環境の人々では 「意志伝達」が困

難なのです。

 そこで、第三者でそれら異なった言語の両方に熟

達 した人がいて、両者の言語を相互に意思伝達する

ことが必要になります。かな り高度な技術者のみ可

能な仕事です。ご存知のように、エスペラント語と

言って、世界共通語を皆で習熟して共通公用語にし

ようという試みが、古 くから行われてきましたが、

あまり発達 しませんでした。

                      ・
 そこに出現 したのがコンピュータです。コンピュ
ータを使って翻訳 ・通訳をやらせようというのです。

誠に当を得た試みです。ところが、現在までのとこ

ろ、相当な開発を試みましたが、 「常識的」にみて

私のように現地で働いた人間には、残念ながら、ま

だ 「実用性」に乏 しいと感 じます。私は、コンピュ

ータの専門家ではありませんので、断言できません

が、現在のコンピュータが更に発達 して処理能力、

取扱量などを十分活用 したソフトウェアが開発され

れば、いずれは実用性が生 じてきて、全世界に普及

するで しょう。そうすると、人類が通信の世界では

グローバル化が実現 されているように、人と人との

グローバル化というような 「夢の世界」が実現 しま
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す 。 これ を一般 に 、 「機 械 翻 訳 」 と呼 ん で い る よ う

です が 、 これ らの用 語 が い つ 、 どの よ うに普 及 して

きた の か 、 こ の分 野 の こ とは詳 し くあ り ませ ん の で、

よ くわ か りませ ん 。正 直 言 っ て 、 こ の用 語 に直 面 し

た と き 「硬 い」 イ メー ジ を もっ たの は 、私 だ け で し

ょ うか? 私 の個 人 的 な意 見 で は、 も う少 しソ フ ト

な ほ うが 、 よい の で は と思 い ます 。 例 え ば 、 「ネ ッ

ト翻 訳 」 とか 、 「サ イ バ ー通 訳 」 とか …

   コ ン ピュ ー タの 世界 で は 、 イ ンタ ー ネ ッ ト、 ゲ ー

  ム 、画 像 、 ワ ー プ ロ 、 デ ー タベ ー ス な ど各 部 門 で か

  な りの進 歩 を遂 げ て い ます が 、翻 訳 、通 訳 の 部 門 の

  実用 化 が遅 れ て い る の は残 念 な気 が しま す。 少 な く

●  とも、ワープロの中に自動的に取 り入れて、難なく

  翻訳ができるような試みがなされても、不思議では

  ないと思います。自動的に日英双方 を同時に使える

  ような、仕組みのソフトが近い将来、出現 してほし

  いと願っています。

和 基 地 で は 、 日本 との 衛 星電 話 が か け られ る し、 イ

ン ター ネ ッ トやE‐mailも 楽 しめ ます 。 隔 絶 の 感 が

あ ります が 、 こ れ か らの 時代 の発 達 は もっ とす ご い

か も しれ ませ ん 。

 最後に、貴協会と機械翻訳が、今後、ますます発

展 します よう、カナダよりお祈 りしております。

 日本の会員の皆様からメールをいただければ、幸

甚です。

email kkt@auk.org

URL:http://www.auk.org/

略 歴:

1939年3月

1943年4月

1943年

1956年 ～1958年

 私は、現在バンクーバーで 「サイバー茶会」 と言

う日本語を主とした、ネットワーク ・グループに入

っています。メンバーは主に、日本から移住 してき

た日本語のほうが達者な人たちです。こちらの皆さ  1967年

んも、実は英語に不安があるので、完全に近い精度  1981年

の 「翻訳ソフト」の実現を大いに期待 しています。

                        2000年 現在

 AAMTに は、昨年4月 、ス タッフのかたの紹介

で入会いた しました。AAMT事 務局は、東京 タワ

  一の目と鼻の先にあるそうですが、東京タワー脚の

・  横に15頭の犬のブロンズ群像があることをご存 じで

  すか? 1958年(昭 和33年)2月 、南極大陸、昭和

  基地に置 き去 りにされた15頭のカラフ ト犬を祈念 し

  て、 日本動物愛護協会の手によって建立 されたもの

  です。全国に何か所かタロとジロの銅像があります

  が、私は、特に東京 タワーの15頭の群像に特別な親

  しみを感 じます。

 今 か ら さか の ぼ る こ と44年 前(昭 和31年)の11月 、

私 は 、 「第一 次 南 極 越 冬 隊 員」 と して選 ば れ 、 タロ

・ジ ロ を は じめ 、15頭 の犬 ぞ りの担 当 を まか され ま

した 。 当 時 は 、PCと は無 縁 の 時 代 で した 。 も ち

ろ ん 、 イ ン ター ネ ッ トもあ り ませ ん。 「トンッ ウ ー

式 」 の無 線 で 世界 中 と交信 して い ま した 。今 で は 昭

*著 書:

旧制北野中学(大 阪)卒 業

北海道大学理学部卒業

通産省工業技術院地質調査所入省

第一次南極越冬隊隊員として地質

学及び犬ぞ り担当丸一年間人間の

いない南極で生き抜いた 「タロ」

「ジロ」などのカラフト犬を育成、

訓練する。

カナダへ正式移住。

日 ・加を結ぶ経営コンサルタント

を始める。

バ ンクーバー自宅で、パソコンを

楽 しむ毎日を送っている。

「南 極 の 犬 ぞ り」、 「離 脱 の 容 認 」、

「自立 へ の 路 」 な ど。
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織織麟紹諜

ドラック&ド ロップで印刷原稿を翻訳できる英 日/日 英翻訳 ソフト

「The翻 訳TMオ フ ィスV3.0」

株式会社 東芝

1.は じめ に

 東 芝 は、OCR機 能 を 内 蔵 し ドラ ッ グ&ド ロ ッ プ

操 作 で 簡 単 に 印 刷 原 稿 を翻 訳 した り、Word画 面 か

ら簡 単 に訳語 を学 習 させ る こ とが で き る新 機 能 を装

備 した、 英 日/日 英 翻 訳 ソ フ トウ ェ ア 「The翻 訳 オ

フ ィスV3.0」 を9月8日 よ り発 売 します 。

 The翻 訳 オ フ ィ スV3.0は 、 Microsoft Officeの

Word、 Excel、 PowerPoint● な ど に翻 訳 機 能 を付 加 し、

そ れ ぞ れ の 画 面 上 で翻 訳 を行 うこ とが で き る ソ フ ト

ウ ェア で す 。 こ の 度 は 、 イ メ ー ジ上 の 必 要 部 分 を ド

ラ ッ グ&ド ロ ップ操 作 で 簡単 に文 字 認 識 ・翻 訳 す る

「翻 訳OCR」 やWord画 面 か ら直 接 訳 語 の 学 習 を

行 え る な どの 機 能 追 加 、GUIの 改 善 等 を行 う こ と

に よ り、 オ フ ィス に お け る様 々 な翻 訳 ニ ーズ に対 応

す るた め の機 能 を強化 い た しま した。

2.主 な機 能

 (1)MS-Of「ice連 携 翻 訳

 Microsoft社 製 のOfficeに 含 ま れ る3大 ソ フ ト、

Word/ExceUPowerPoint(廓1》 に 翻 訳 ボ タ ン を 組 み 込 め 、

Wowの 文 書 、 Excelの 表 、 PowerPointの ス ラ イ ドが

そ の ま ま翻 訳 で きます 。 指 定 した範 囲 の 翻訳 は も ち

ろ ん 、元 の レイ ア ウ ト情 報 を保 持 す る文 書 全 体 の 翻

訳 も可 能 で す(i2)。 Wordに 埋 め込 まれ たExcelの 表 、

PowerPointの ス ラ イ ド も ま とめ て翻 訳 で き ます(w3)。

そ して本 バ ー ジ ョンか らAccess2000、 FrontPage2000、

OutLook2000へ の 翻 訳 メ ニ ュ ー組 み 込 み が 新 し く加

わ り、 さら に便 利 に な りま した 。

 (2)Wordの 画面で訳語学習

 Word文 書の翻訳で訳語がうまく合わないときに

は、原文を選んで訳語学習ボタンをクリックすると、

訳語を学習させることができます(図1)。 次回の翻

訳以降に学習結果が反映されるので、繰 り返すこと

によって翻訳結果の精度が向上 します(f4)。

 (3) 「翻訳OCR」 搭載

 スキャナで読みとった画像を ドラッグ&ド ロップ

するだけで必要な部分だけを文字認識 し更に翻訳す

ることができます。書類上の文をメールで送ったり、

レイアウト認識結果ごとWordに 読み込んで英文資

料 を電子化 した りできます。

(、)エクシー暎 和.和 英辞典を搭載  ●

 コンピュータ、ビジネスなど現代生活に関する用

語が豊富な三省堂のエクシー ド英和 ・和英辞典を搭

載 しました。直接入力 した単語の検索や、クイック

翻訳の単語翻訳モー ドでの検索ができます。単語の

意味の他に熟語 などの関連情報 もあるので、まさに

辞書を手に している感覚です。

 (5)受 信メール自動翻訳

 メールを一度開いてから翻訳する機能に加え、メ

ール受信時に翻訳対象メールを自動判別 ・翻訳する

機能を新たに搭載 しま した(*5)。海外 とのメールを

頻繁にや り取 りする様な方には便利な機能です。

万イル(D績 無⑭ 衰示m挿 入Φ 書式Q》ツールm欝 繰⑳ ウィン防脚
曝 儀日)⑪ 閥 猷旧夷Nρ ヘルフ⑭
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砒
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副
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コ
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階
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貯
…匠「 ヨは「rニヨに阪 ヨ。

 系
        』
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図1:Word画 面 訳 語 学 習
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 (6)ホ ーム ペ ー ジも 翻 訳

 ブ ラ ウ ザ に表 示 さ れ たWebペ ー ジ を翻 訳 で き る

「ペ ー ジ翻 訳 」 機 能 を装 備 し、 ホ ー ムペ ー ジ 閲覧 中

に翻 訳 ボ タ ン を押 せ ば 、 即 座 に翻 訳 を実 行 で きます 。

Microsoft社 製 のInterne[Explorers.0に な ら翻 訳 ボ タ

ンが 自動 的 に ブ ラ ウザ 画 面 に組 み 込 ま れ ます 。

   (7)マ ウスで囲んだエ リアを翻訳

   マウスでポイントした単語や行を翻訳する他に、

  枠で囲った範囲のテキス ト、指定 したウィンドウ内

  のテキス トを翻訳する機能が増えました。2段 組な

  どの翻訳範囲が選べなかったデータの翻訳が容易に

  なりました。〔・6)

・
   (8)対 訳画面で音声入力も可能

   キー入力 した新規文書 はもちろん、ファイル翻

  訳 ・メール翻訳の結果や、呼び出したテキス トファ

  イルを、わか りやすい対訳形式で表示/編 集 しなが

  ら翻訳できます。また、音声ソフトを使用すること

  により、原文の音声入力(日 本語のみ)、訳文の読み

  上げ(日 本語/英 語)が できる(s7)ようにな りまし

  た。

 (9>英 文 文 書 も楽 々作 成 で き るテ ンプ レ ー ト集

 11ス タイ ル 、6,㎜ 以 上 の 英 文 の 文 例 集 を 穴 あ き

テ ンプ レー トで用 意 。 空 欄 部 分 に必 要 な言 葉 を は め

込 め ば 簡単 に英 文 レ ターが 完 成 しま す。 ま た 、完 成

した レ タ ー を メ ー ル と して 送 っ た り、Wordの 文 書

に した りす る こ とが で きま す。

 ㈹ 翻訳品質がさらにアップ

 基本辞書語数が英日25万語、日英20万 語にな り、

翻訳品質がさらにアップしました。また、英日、日

英ともに6分 野各1万 語のカテゴリー辞書が新たに

追加され、総計57万 語の辞書が確かな翻訳品質をサ

ポー トします。

3.動 作 環 境(全 て 日本 語 版)

対 象 機 種:PC/AT互 換 機 、 PC98シ リ ーズ

CpU  :Pentium⑪ 以 上/Cerelon● 以 上 推 奨

メモ リ :32MB以 上(NT/2㎜ の場 合 は48MB以 上)

デ ィス ク:最 小140MB～ フル イ ンス トール230MB

OS

日本 語Windows95+[E4.0以 上

日本 語Windows98/98Second Edition

日本 語Windows NT4.OWorkstation+IE4.0以 上

日本 語Windows2000Professiona且

対 象 ソ フ ト:

 Word95/97/98/2000, Exce195/97/2000,

 PowerPoint97/2000, Access2000,

 FrontPage2000, 0utLook97/98/2000,

 0u[LookExpress4.0/5.O

 Internet Explorers.0～5.01、

 Netscape Navigator4.0～4.7x、

 Netscape Messenger4.0～4.7x、 Notes4.51～5.0、

 ViaVoice98/ミ レ ニ ア ム

● 製 品 情 報URL

 http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

● カ タ ロ グ ご 請 求 先URL

 hops://www 3.toshiba.co.jp/

         cn 3/shiryou_req/astransacctlg.htm

(*1)対 応 す るWord!Excel/PowerPointの バ ー ジ

   ョ ンは動 作 環 境 を参 照 して くだ さい 。

(*2)復 元 で きな い情 報 もあ ります 。

(*3)Word97/98/2000の み で す 。

(*4)単 語 や 文 の構 成 に よ っ て は向 上 しない 場 合

   もあ り ます 。

(*5)POP 3サ ー バ 使 用 時 の み で す 。

(*6)翻 訳 で きな い ッー ル もあ ります 。

(*7)日 本 語 音 声 機 能 は1BM社 のViaVoice(別

   売)で す 。

・Microsoft, Windows, Windows[VT, PowerPoint,

FrontPage, Outlookは 米 国 マ イ クロ ソ フ ト社 の 米

 国 な ら び にそ の 他 の国 にお け る商標 で す 。

●Pentium, CeleronはIntel Corporationの 登 録 商 標 で

す 。

●エ ク シ ー ド和 英 ・英 和 辞 典 は、 株 式 会 社 三 省 堂

 よ りラ イ セ ンス提 供 を受 け て い ます 。

■The翻 訳 は株 式 会 社 東 芝 の 商標 です 。

●その 他 の 名称 は 、 各社 の商 標 、登 録 商 標 の場 合 が

 あ ります 。
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英 日 ・日英翻 訳 ソ フ ト 「翻 訳 ブ ラザ ーズ 」

ブラザー工業株式会社

 当社 は1993年 より日英翻訳ソフ ト 「TransLand」

を開発 ・発売 しており、その翻訳精度は多 くのユー

ザーの支持を得ています。このたび従来の日英翻訳

機能に加え、新たに英 日翻訳機能を搭載することに

より、英語も日本語 も簡単に翻訳することができる

英日 ・日英翻訳 ソフ ト 「翻訳ブラザーズ」を発売い

たしました。

■ 英 日 ・日英 の双 方 向翻 訳 が可 能

 翻 訳 ブ ラザ ー ズ1本 で英 日 ・日英 の双 方 向 翻 訳 が

で き ます 。 日英 翻 訳 は トップ ク ラス の翻 訳 エ ン ジ ン

を搭 載 した 「TransLand/JE Ver.2.0」 の 翻 訳 エ ン ジ ン

に加 え 、新 た に英 日の 翻 訳 エ ン ジ ン も搭 載 しま した 。

基本 辞書:英 日70,000語 、 日英76,000語

■HTML翻 訳

 日本語のHTMLフ ァイルを元のレイアウ トを保

ったままで英語のHTMLフ ァイルに変換で きます。

■Word、 Excel、 PowerPointに 英 日 ・ 日 英 翻 訳 機 能

を ア ド イ ン

、W°rd97/98/2° °°, Exce197/2° °°, P°werP°int97/●

を保ったままで翻訳できます。

■Outlookに 英 日 ・日英 翻訳 機 能 をア ドイ ン

 Outlook 2000に 翻 訳 機 能 を追 加 で き ま す 。英 文 メ

ー ル を翻 訳 した り作 成 す る こ とが で き ます 。

■ ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

 英 語 の ホ ー ムペ ー ジ を、 元 の レ イ ア ウ トを保 った

まま で翻 訳 で き ます 。

 (lnternet Explorer 5.0/5.01対 応)

一 麟襲難劇潔旧顧噛一 「門 霊貿響
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図1 Wordア ドイ ン画 面
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■英 日・日英スピーチ機能

 日本文と英文を音声で読み上げることができます。

また、テキス トファイルやクリップボー ド経由で他

のソフ トから文章を読み込んでそれを読み上げるこ

ともできますので、例えばホームページや電子百科

事典の内容を読ませたり、ワープロで作成した文書

の読み合わせチェック等に便利です。

フ7鵜(E》 編凝{£) 轟示rn 疋、チ(δ) ヘルフ蟹H)

轟,腰 、書 爲1、 瀞1,纈 黎 ●41
     8             デ ス トファJI

犠。呈凝 ε。蟹 。麗 ㈱ 。.ム鵜 幡郭
科事典の内容を観ませた り、ワープロで作成 した文書のo*み 合
せチェック等に便利です。

     _1

「『一「…凹痢Ui冨「一… ∠

■研究社新英和 ・和英中辞典を搭載

 システムソフ ト電子辞書シリーズの 「研究社英和

・和英中辞典」を搭載 しています。

翻訳ブラザーズからでも単体でも使用できます。ハ

ー ドディスク格納型ですので検索時にCD-ROMは

不要です。ネイティブスピーカーによる音声データ

が15,000語 に付加 されています。

 単語数:英 和約90,000語 、和英約70,㎜ 語

レテヤ

■ 対 応 機 種/条 件

 日本 語Windows 951981NT 4.0/Workstation 2000

Professionalの 動 作 す るマ シ ン

 Pentium 200 MHz以 上 推 奨

 ハ ー ドデ イス ク90MB以 上必 要

 メ モ リ32MB以 上推 奨

図2 スピーチ画面

■対訳翻訳

 使いやすい対訳翻訳を採用。英文 と日本文を左右

対称で1対1に 対応 させなが ら編集、翻訳ができま

す。

r厳 脇 も9卜浬 鎚 . 嘱
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■希望小売価格

 10,800円(税 別)
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図3 対訳翻訳画面

■ マ ル チ翻 訳

 MDI(マ ル チ ドキ ュ メ ン トイ ン ター フ ェ ー ス)の

採 用 に よ り、複 数 の文 書 を同 時 に編 集 した り、 同時

に 翻訳 す る こ とが で き ます 。対 訳 翻 訳 、 ホ ーム ペ ー

ジ翻訳 、Officeア ドイ ン、 HTML翻 訳 、 一 括 翻 訳 を

同 時 に起 動 し同 時 に 翻 訳 す る こ と もで き ます 。

■ 問 い 合 わせ 先

 〒467-8562 名 古 屋 市 瑞 穂 区河 岸1丁 目1-1

 ブ ラザ ー販 売 株 式 会社

 情 報 機 器 事 業 部

 ブ ラ ザ ー コ ー ル セ ン ター

 TEL:052-824-3378 FAX:052-819-5904

 受 付 時 間:平 日(月 曜 日 ～金 曜 日)*祝 祭 日は 除

     き ます

     9 :00～12:00、 13:00～17:00

 E‐mail:soft.sales@brother.co.jp

 URL:http:〃www.brother.co.jpノ
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新シス鎌籍縮黛

日英翻訳の支援 システムを開発

NHK放 送技術研究所

 NHKは 日本語のニュース原稿か ら英語への翻訳作業をよりスムーズに行 うため、日英翻訳の支援システ

ムを開発 し、国際放送などの英語ニュース原稿作成で活用 しています。

 このシステムは、NHKが 過去に放送 した豊富なニュース記事データベースの中から、入力 した日本語原

稿に類似 した記事を検索 し、翻訳者に提示 します(図1)。 データベースには、過去5年 間に翻訳 した約4万

件という大量のニュース記事が 日英対訳の形で蓄えられているため、多様な記事内容についても対応できま

す。また、キーワー ド検索に加えて、入力文章の語順 も考慮 して検索を行いますので、大量な記事データベ
ースの中から最も適切な嬬 記事が選択できます.           ●

 このシステムは、平成12年6月 から国際放送や2力 国語放送の翻訳現場で本運用を行ってお り、辞書など

では得られない固有名詞の翻訳やニュースに特徴的な表現の翻訳に威力を発揮 しています。なお、NHKで

は、毎週約15時 間の英語ニュースを放送 しています。

欝
デスク

日本語原稿

日

この表現 は、

過去にどのように

訳されているのだろう?

8

鼻薦

なるほど

表現を検索キーとして入力 提示

∈亟 亟 ⊃一つ 検索エンジン

WWWブ ラウザ

日本語記事  英語記事

口

表現を単 /
語に分解  !

,

3

ー

、

この表現や単語 の

入っている記事を検索

、
、

その表現 の入っている日本 文が

どの英文 に対応するかを提 示

1

日英対訳記事データベース 図1 システム図
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購 購 翻勲鰯

記事/用 語検索・登録

【おまか せ 検 索1

表現 または キーワード:

ε 紀事そ検累r用 誘を検衆

荊鑛 蟹螺矯瀦離り嘆襲播薯籍難^
た。

幽 姻

讐
轡陣 葭哩 莚麟 識綱 麟 蒙 ・

漂酬 『 へ 蝿 鷺 菰 ・鎌 澱 ・・ ち湧

図A 検索キーとなる表現の入力画面
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図B 検索結果の提示画面

【お 問 合せ 】

   NHK放 送 技 術 研 究 所 担 当 江 原     E-Mail:eharate@strLnhk.or.jp

   TEL:03-5494-2308 FAX:03-5494-2371

URL:http://www.strl.nhk.or.jp/hodo/hodo-120803.htm
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英文の意味 をメール で教 えて くれ る訳振 りサ ービス

      「お まかせ訳振 りメール」 サー ビス

                              シャープ株式会社

 シャープは、デジタル情報家電向けのインターネ

ットサービス事業 「シャープスペースタウン」で、

英文中の単語や連語(熟語や動詞句、複合名詞など)

の意味をメールで教えてくれる新しいメールサービ

ス 「おまかせ訳振 りメール」を7月10日 より開始 し

ました。

 このサービスをご利用いただ くと、シャープスペ
ースタウンの 「おまかせ訳振 りメール」用ア ドレス

へ英文をメールで送るだけで、英文中の単語や連語

に訳が振 られた訳振 り結果をメールで入手すること

ができます。海外のホームページや海外からのメー

ル、ビジネス文書などの英文を読むときに、辞書引

きの手間を省いて英文の意味をつかむことができま

す。

 また、英文をメールで送信するだけでどなたでも

(登録不要)ご 利用いただけますので、オフィスや

家庭からはもちろん、モバイルでザウルスをはじめ

とする携帯情報端末からでも外出先から手軽にご利

用いただけます。

「おまかせ訳振リメール」の特長

1)翻 訳 支 援 ソ フ ト 「PowerE/J」 シ リ ー ズ で 大 好

  評 の 「訳 振 り」 機 能 を利 用 で き る

 英 文 の 単語 や連 語 に訳 を振 る 「お まか せ 訳振 り」※1

技 術 は 、 シ ャー プ株 式 会社 と シ ャ ー プ ヨ ー ロ ッパ 研

究 所(英 国 オ ッ クス フ ォー ド)と の 共 同 開 発 に よ る、

オ ン リー ・ワ ン技 術 で す。 シ ャ ー プの 英 日 ・日英 翻

訳 支 援 ソ フ ト 「PowerEIJ」 シ リ ー ズ zへ搭 載 、 英 文

の 下 調 べ や 速 読 支援 、 英語 学 習 に、 ご好 評 をい た だ

い て い ます 。 今 回 、 こ の 「お ま かせ 訳振 り」 機 能 の

一 部 を
、 シ ャー プ ス ペ ー ス タ ウ ンの サ ー ビス と して

提 供 い た し ます 。

※1「 お ま かせ 訳 振 り」(Copyright◎Sharp Corporation

1998/Copyright●Sharp Laboratories of Europe 1998)

は シ ャー プ株 式 会社 とSharp Laboratories of Europe,

Ltd.が 共 同 開 発 した英 文 リー デ ィ ン グ支 援 ソ フ トで

す 。

※2「PowerE/J」 シ リ ー ズ は 、 英 日 ・日 英 翻 訳 支 援

ソ フ ト 「PowerE/J翻 訳 プ ラ ス 辞 書 こ れ 一 本!バ イ

リ ン ガ ルVer.5.0」(定 価9,800円)、 「PowerE/J翻 訳 こ

れ 一 本!バ イ リ ン ガ ルVer.5.0」(定 価6,800円)で す 。

http:〃naragw.sharp.co.jp/softcenter/Power EJlindex.html

、)英 鞭 だけでなく脚 た翻 、まで訳振りする●

  高精度な訳振り

 「おまかせ訳振 り」機能は単なる辞書検索ではな

く、高度な品詞推定技術 と柔軟な連語認識技術を用

いて訳振 りしますので、精度の高い訳振 り結果を呈

示することができます。単語や、隣接 した連語だけ

ではなく、離れた連語(連 語間に別の単語が割 り込

んだ連語)も 認識できる、ンヤープの独自技術です。

3)訳 振り結果が読みやすく、英文の意味がつかみ

  やすい

 単語や連語(熟 語,動 詞句,複 合名詞など)に 一

括で訳をつけることがで きます。単語 リス ト(「英単

語+訳 語」の リス ト)の ように英文 と別に訳振 り結

果を表示するのではなく、英文中の単語 ・連語のす

ぐ下に訳語を表示 しますので、英文を読みすすめな

がら単語の意味を確認す・・とができます. ●

 また 、 簡 単 な レベ ル とみ な され る単 語(a,the, in,

on等 の 基 本 語:単 語&連 語 で200語 程 度)に は訳 振

りを しませ んの で 、訳 振 り結 果 の英 文 も見 や す く効

率 的 に確 認 で き ます 。

4)パ ソ コ ン だ け で な く 、ハ ン ドヘ ル ドPCや 携帯

  惰 報 端 末 か らも利 用 可 能

 メ ー ル送 受 信 の 可 能 な パ ソ コ ン ・ハ ン ドヘ ル ド

PC・ 携 帯 情 報 端 末 か ら、 シ ャー プ ス ペ ー ス タ ウ ン

の 「お ま かせ 訳 振 りメ ー ル」 サ ー ビス 用 メ ー ル ア ド

レ ス(yakufuri@sst.ne.jp)へ 英 文 を メ ー ル で 送 信 す

る と、シ ャー プス ペ ース タ ウ ン に設 置 され た翻 訳(訳

振 り)サ ーバ に よ り、送 信 され た 英 文 に 「お まか せ
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訳振 り」機能で訳振 りを行い、メールで返信 します。

> We would appreciate it if you could send us the information

      評 価 する          送 る     情 報

at your

earliest convenience

都 合が つき)欠第

 Output samples  may also   be useful          to examine  the quality                               品 質 

出力  サ ンプル   同じく  ～するのに 有 益な  調 査する

We are pleased to learn

    喜 ぱ せ る  ～ を 知 る

Attached

添 付したの は～ である

are the

of your interest
～に対する関心

in our system

   シ ス テム

documents and some translation samples

ドキ ュ メン ト     翻 訳   サ ンブ ル

Our systems  enjoy  a high  幽   for being at the cuttin  edge in this

  システム 楽しむ  高 い ～ という評 判         最先 端

fie ld      in  Europe    ,

フィーノレド   ヨーロッノ}

and we are ≡sure                1上iat they will give    users
～ す る ことを 確 信 して        ・与え る ユ ーザ ー

亘」great deal of satisfaction

多 くの     満 足

図1 おまかせ訳振 りメールの返信結果

  《本 サ ー ビス の ご利 用 方 法 》

   メー ル 送受 信 の 環境 が あ るパ ソコ ン ・ハ ン ドヘ ル

  ドPC・ 携 帯 情 報 端 末 を お使 い の 方 な ら、 ど な た で

  も手 軽 に ご利 用 い た だ け ます 。

    「お まか せ 訳振 りメー ル」 サ ー ビス用 メー ル ア ド

  レス(yakufuri@SSt.ne.jp)へ 、 以 下 の 方 法 で メ ー ル

・  を送信すれば、メール中の英文の部分に訳振 りした

  結果がメールで返信されます。

   a. 「メールの本文に英文を入力」 して送信

   b.「 メールの添付文書として英文テキス トファ

    イルを添付」 して送信

   aの 場合、訳振 り結果は、メールの本文として返

    送されます。

   bの 場合、訳振 り結果は、HTMLフ ァイル とし

    てメールに添付 して返信されます。

   なお、本サービスでご利用になれるメールのサイ

  ズは、本文、添付ファイル、ヘ ッダ情報(メ ールソ

  フ トが自動的に追加する情報)を 併せ て5KBま で

  です。

《 お ま か せ 訳 振 りメ ー ル 紹 介 ホ ー ム ペ ー ジ 》

http://www.spacetown.ne.jp/yakufuri/index l.html

《本 サ ー ビス に 関 す るお 問 い 合 わ せ 先 》

シ ャー プ株 式 会 社 情 報 家 電 開 発 本 部

SST推 進 セ ン ター

奈 良 県 大和 郡 山 市 美 濃 庄 町492番 地

yaku‐support@sst.ne.jp

TEL(0743)53-5521(代)
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禰鐵一覧

機 械 翻 訳 関連 ソ フ トウ ェアー 覧・表

★原則として、国内販売あるいは日本語を対象としている翻訳 ソフトを掲載。TMツ ール、辞書引 きのみの

 ッール、オプション辞書は原則として非掲載。

★ソフト名称は、原則 としてプラットフォーム/言 語対/バ ージョンを省略 しています。

★販売会社名は略称。複数の製品がある場合、URLは 代表的なもの1つ のみを記載。

ソ フ トウ ェ ア名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

訳 せ!!ゴ マPRO

訳 せ!1ゴ マ バ イ リ ンガ ル

イ ン ター ネ ッ トも訳 せ!!ゴ マ?

訳 せ!!ゴ マ プ ロ フェ ッシ ョナ ル ツ ー ル

ウ ェブ ワ ッ カー

TransLand/JE

TransLand/JE for EUDORA

翻訳ブラザーズ

ワー ドザ ・国 際 人

イ ン ター ネ ッ トザ ・国際 人

トラ ンス サ ポ ー タ

WD-01 SW

PowerE/J翻 訳 これ 一 本1

PowerE/J翻 訳 プ ラ ス辞 書 これ 一 本!

Duet/Ot

日韓機械翻訳システム

英 日翻 訳 ア ダ プ タII CROSSROAD

英文名文メイキング

PIVOT

BestiLand

ATLAS

翻 訳 サ ー フ ィ ン

翻 訳 サ ー フ ィ ン+

電辞海
日本語でサーチ

TransLinGO!

tr@nslineo

PenseeN

Pensee for Internet

Pensee WWW Server

X-EJ 2/W

X-EJ

X-DICバV

ASTRANSAC Sun WS

The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル

The翻 訳 イ ン ター ネ ッ ト

The翻 訳 オ フ ィス

WebAssistant/バ イ リ ン ガ ル パ ッ ク

サ支

英日

O
0

0

0

0

O

0

0

0

O

O

0

O

0

0

0

O

O

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

O

0
0

日英

0

O

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

言 語 対
 そ の

日韓 、 韓 日

中韓タイ独仏西葡伊露
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2000年7月 現在

★ この 製 品 一 覧 は、 下 記 のURLに 掲 載 されて い ます 。

  本 ベ ー ジ は随 時 更 新 してお ります 。

  URL:http://www.jeida.or.jp/aamt/listj.html

(順不同)

os

Windows

0

0

O

0

0

O

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

O

0

O

0

0

0

O

0

Mac OS

0

0

そ の

ワ ー プ ロ書 院

UNIX

MS-DOS 5.0

UNIX

UNIX

Solaris l.x

MS-DOS 3.1

Solaris 2.x

販 売 会 社

エ ー ・ ア イ ・ ソ フ ト

http://www.aisoft.co.jp/

ブ ラ ザ ー

http://www.brothecco.jp/transland/

三 洋 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ビ ジ ネ ス

http://www.sanyo.co.jp/cs/

シ ヤ ー プ

http://www.sharp.co.jp/sc/excite/soft map/pwrej/plaza.html

日 立 情 報 ネ ッ トワ ー ク

http://www.hinet.co.jp/

日 本 電 気

http://meshplus.mesh.ne.jp/CROSSROAD/index.html

富 士 通

http:〃www.fujitsu.co.jp/jp/soft/product/oa/HONYAKUノ

沖 ソ フ ト ウ ェ ァ

http://www.okisoft.co.jp/prodoct/index.htm

ス ピ リ ッ ト

東 芝

http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/
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ソ フ トウ ェ ア名

ii

12

13

14

15

16

17

is

i・London
'

・ ソ ウ ル

WorldNet/EJ
゜・北 京

Translarion Manaeer/2

イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 の 王様

インターネット翻訳の王様+王 様の辞書

孫悟空

EtoJ PERSONAL

EtoJ PRO?

EtoJ INTERNET

EtoJ School?

LoeoVista X PRO?

LoeoVista X PERSONAL

LoeoVista X INTERNET

LOPO V

Loeo V

Loco V

sta EtoJ Pro

sta EtoJ Personal

sta EtoJ Internet Plus?

JtoE

EtoJ英 日 ・日英 翻 訳 ダ ブ ルパ ック

EtoJ PROフ ル ノ母ッ ク

コ リャ英 和

コ リャ英 和!十 これ 和 英!

コ リャ英 和!一 発 翻 訳 バ イ リ ン ガル

コ リャ英 和!ら くら くイ ン ター ネ ッ ト翻 訳

これ和英

uickTrans View

The Translator

The Translator Mini

Dr. Surf

Dr. Surf Deluxe

Transnad

Transnad NN

Mailnad

E-JBANK

E‐JBANK China

J-EBANK

J‐EBANK China

蓬莱
AILoeic Translator

PAT-Transer

Net Surfer/ei

英語deめ 一 る

CS‐Transer

PC‐Transer

PocketTranser翻 訳 ピ カ イ チ

PocketTranser

PocketTranser eco

Power Translator Pro.

Power Translator?

寸女

英 日
O

0

0
0

0

0

O

0

O

0

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

O

O

0

日英

0

0

0

0

0

0
O

0

0

0

0

0

0

O

O

0

0

O

0

0

O

O

0

0

0

0

言 語 対
 そ の

日韓 、 韓 日

中日

日中、 中 日

中日

日中

日中 、 中 日

仏独伊西葡→ 日

独仏西

独仏西伊英
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Windows

O
0

0

0

0

0

O

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0
O

O
0

0

O

0

0

0

0

  os

Mac OS

0
O

0

0

0

0

0

0

0

O

0
0

0

O

0

0

0

0
0
0

0

そ の

osi2

Linux

Linux

MS-DOS 3.1

販 売 会 社

高 電 社

http://www.mesh.ne.jp/KODENSHA/

日本

IBMhttp:〃www.ibm.co.jp/software/internet/kingノ

ク リ エ イ ト大 阪

http://www.kita‐osaka.co.jp/create/

ロ ゴ ヴ ィ ス タ

http://www.logovista.co.jp/

メ デ ィ ア ビ シ ョ ン

http:〃www.mvi.co.jpノ

L&HJAPAN

http://www.ailogic.co.jp/

ノ ヴ ァ

http:〃www.nova.co.jpノ

L&H

http:〃www.lhsl.com/powertranslatorノ
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ソフ トウ ェ ア名

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

たちまち翻訳

HICATS翻 訳 支 援 シ ス テ ム

翻訳魂
Enelish Navi¢ator

eWnn

うちの翻訳屋 さん

翻訳一番

翻訳の鉄人

イ ン ター ネ ッ ト辞 スパ

The翻 訳 ベ ー シ ッ ク

EasvTranslator?

ドラ ゴ ン ・ラ イ タ ー

翻訳先生

特選翻訳

日英機械翻訳システム

EtranJ

Tsunami

Typhoon

TRANSTAR

韓庫君

HARIS

CAT'S EYE?

Dr.マ ウ ス

瞬訳名人バビロン

友達電ちゃん

トラ ち ゃ ん

マウスで翻訳S

Universal Translator

OKSuite

国 際 契 約 書 シス テム

TranText

寸女

英日

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

O

0

0

0

0

0

0

日英

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

言 語 女・
 そ の

英仏独伊葡西

英日中

中 日、 日中

韓 日

英仏独伊葡西欄中

エ ス ペ ラ ン ト→ 日

40言 語相互
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os

Windows

O

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

O

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

O

0

Mac OS

0

0

O

そ の

UNIX

Linux

販 売 会 社

日立 製 作 所

http://www.hitachi.co.jp/soft/trans/

オ ム ロ ン ソ フ トウ ェ ア

http://www.omronsoft.co.jp/SP

ナ ガ セ 情 報 開 発

http://www.nidnet.co.jp/nid.html

創 育

http://www.soiku‐mm.co.jp/

ア ス キ ー

http:〃www.ascii.co.jp/netmedia/products/nova/tetujin/tetujin・html

学 研

http://www.gakken.co.jp/media/injispa/index.html

学 研 ス リ ー エ ー シ ス テ ム ズ

http://www.three‐a.co.jp/produc[s/basic.html

JIC
Shttp://www.jics.com/PRODUCTS 2.htm

安 川 情 報 シ ス テ ム

http:〃www.ysknet.co.jp!PRODUCT/education/cai/honya/honya.html

ア イ フ オ ー

http://www.ifour.co.jp/tokusen/index.htm

JICST

http:〃www.jst.go.jp/announce!MTCD/MTCD.html

ソ フ トウ エ ア 技 術

http://www.sofugi.co.jp/etranj/etjindex.html

NeocorTech

http://www.neocor.com/

シ ス テ ム 日本 サ イ エ ン ス

http:〃www.ktpc.or.jp/kp1980905/index.html

大 宇 電 子 福 岡 研 究 所

http://www.dwe.co.jp/

創 歩 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

http://www.softcom.co.jp/sofdsoft.html

ロ ジ カ ル テ ッ ク

http://www.logicaltec.com/2000.htm

ジ ャ ス トシ ス テ ム

http://www.justsystem.co.jp/product/applicat/drmouse

バ ビ ロ ン

http://www.babylon.com/

ComCul International

http:〃www.comcuLcomldenchan/indexj.html

山 野 敏 夫 氏

http:〃www.age.ne.jp/x/yamano/index.html

桜 希 芳 氏

http://homepage l.nifty.com/tr/mouse/

Language Force

http://www.languageforce.cotn/

住 友 電 工 シ ス テ ム ズ

http://www.sesys.co.jp/product/ocr/index_f.html

富 士 通 ラ ー ニ ン グ メ デ ィ ァ

http://web.infoweb.ne.jp/flm/
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EDR辞 書 、欧州 で販 売!

 EDR(㈱ 日本 電 子 化 辞 書研 究 所)は 、 こ の ほ ど ヨー ロ ッパ の言 語 資 源 供給 機 構ELDA(European Language

resources Distribution Agency)と の 間 で 、 EDR電 子 化 辞 書 の 販 売 委 託 契 約 を結 び ま した。 詳 し くは 、 ELRA

の ウェ ッブサ イ ト(http:〃www.icp.grenet.fdELRA/home.html)を 参 照 して下 さ い。

{写真}:契 約 条 項 の最 終 合 意 は 、5月31日 、 ア テ ネ(ギ リ シ ャ)のLREC2㎜ の会 場Zapeion Megaronで

行 わ れ た。 左 か ら、Khalid CHOUKRI(ELRA/ELDA CEO),田 中穂 積(東 京 工 業 大 学 教授:立 会 い)、酒 井 佐

芳(EDR代 表 取 締役 専 務)。
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業務漏擬より

協 会 活 動 報 告
 (2000年1月 ～7月)

第10回 通 常 総 会 6月16日 ①99年度事業報告 ②99年度決算報告

④00年度予算 ⑤役員改選

③00年 度事業計画

臨 時 理 事 会 6月16日 ①会長 ・副会長選出

報 告 会 6月16日 AAMT報 告会 「機械翻訳の現状 と動向を語る」

①第1部 機械翻訳:現 状とその展望

②第2部 「機械翻訳白書」発行のねらい

事 会 3月27日

5月22日

①00年 度事業計画案 ②00年 度予算案 ③サ ミット関係組織解散

④AAMT組 織関係 ⑤その他

①99年 度事業報告案 ②99年 度決算報告案 ③役員改選案 ④その他

会  計  監  査 4月27日 ①99年 度の会計監査 ②その他

運 営 委 員 会 2月18日

           3月17日

4月25日

5月18日

7月14日

①99年 度予算関係 ②00年 度予算関係 ③事業計画 ④その他

①99・00年 度予算関係 ②理事会準備討議 ③サ ミット関係整理

④その他

①99年 度事業 ・決算報告案 ②総会 ・報告会企画 ③その他

①理事会 ・総会準備討議 ②その他

①総会 ・報告会整理 ②運営諸問題討議 ③その他

編 集 委 員 会 7月17日 ①前号反省 ②次号(29号)企 画 ③その他

げ 術動向調査委員会
 市場動向調査委員会

ネットワー ク翻 訳 研 究 会

1月21日 ①MT市 場調査状況 ②白書関係 ③その他

1月21日

7月14日

7月14日

①MT市 場調査状況 ②白書関係 ③その他

①今後の計画討議 ②白書関係 ③その他

①今後の計画討議 ②白書関係 ③その他

機械翻訳白書編集委員会 1月21日

           5月29日

           6月16日

①執筆済み部分チェック ②発行日程確認 ③その他

①執筆済み部分チェックすり合わせ確認 ②不足部分確認 ③その他

①提言部分討議 ②日程確認 ③発行方法討議

MT SummitVD組 織 委員 会 3月27日 ① サ ミ ッ ト関 係集 約 ② そ の他

MT Summit Vll実行委員会 2月18日(サ ッミト幹事会)① サミット関係経理状況 ②今後の対応策

           3月17日 ①サミット関係経理状況 ・特別会計 ・集約 ②その他

③その他
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